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フランスの地驚鰯蜜欝1鍵

山田正春

フランスの地質鉱床の調査研究をつかさどる政府機関

にはどんなものがあるかそしてその業務の内容はど

んなものであるかなどについてまたわが国との相異

点等についてのべてみよう

フランスの主として基幹産業には国営のものが多い

ことは地質ニュｰス88号で述べたところであるが

そのためもあって地質鉱床関係の調査研究をつかさどる

政府機関の業務内容もわが国のそれに比べて根本的た

ちがいがあるといえる.フランスの政府機関には次

のようなものがある.

1.地質鉱山研究所(BureaudeRecherches

G6ologiquesetMiniさres

�����

2.地質図幅調査所(Ser∀icede1aCarteG6･

◎lo露1岬籔)

護刊潔苧カ庁潔鉱闘鶏燭(脳蝸舳棚網竈馳凶変更凶㈱

級鷲柳童⑩批誠量㈱竈蜥営繕ぎ撚

:む珪澱曲蕊自滅｡)

至と婁はいずれも通産省に属し王は地薇鉱床の調

査研究の獄か鈎五臓鵜の部門を育L直営の鋤腋毛､㍗

ている血驚は地質剛幅調査の計両立案のみを業務とし

剛蔑調査作業は行なわずすべて大学に依頼する曲そ

んな訳で従来フラン,〃)地質調査所を紹介する夢)に王

をとったり2をとったりされた次第である.

3は原子力庁に属L杉原料資源のみを対象としまた

基礎的研究業務よりも探査部門に大きい比重を持って

いる.つぎにそのおのおのの機構および業務内奔等

の概要をのべる.

地質鉱山研究所

(B岨eaudeRecherchesG6ologiques

etMiniεres:B.R.G,M.)

パリｰの西部15区にセｰヌ河をはさんで北にクリ

ｰム色の美しいシャイヨｰ宮が南にあまねく知られて

いるエッフェル塔がそびえさらにその南にはノレイ15世

によって創設された士官学校のある一画がある.士官

学校には今でもナポレオンの入学当時の記録が残ってい

シャイヨ宮から見たエッフェル搭エップユル塀の

正面が士官学校でB.R.G.M､ばこσ〕右方にあたる

シャンチエ･ド1シ･クリュｰト(アルザス)〔cb日ηtierdekrut11,

Alsace〕のB,R.G,M｡による重石鉱床0)探鉱･採鉱1乍薬現場�
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脇伐“涛ぐ㌦∴蝋

概東ヲ妄洛外､㌧派篶二､､芸

風R.G.M.の機織図

質調査所と変らない.旧式のエレベｰタ7のあるこのをまとった至青年が部屋に入ってきた語彼は同所の岩

建物は一部にコンクリｰト肌をむき出しにした未整備石学研究室でスカノレンを研究しているかつて東京大学

の部屋もある.しかし研究室｡実験室･図書室等のに約3年留学したことのあるフォンテｰユ(Fontei11･･)氏

整備状況は残念ながらわが国の地質調査所よりはるかにで筆者に日本の話役が住んでいた東京の大塚かいわ

整然としている.ここに約400名の地質関係の職員がいの請うなぎのカバヤキや大福餅のおいしかった話等

日夜フランスの斯学の発展のために努力しているわけでをしてとてもなつかしがり東京大学や地質調査所で

ある.地下室の食堂は清潔そのもので職員の栄養をお世話になった方冷に何卒よろしくとのことづてをあず

あずかり金3新フラン(日本円で219円)で味はおちるがかってきたのでこの機会に彼の謝意をお伝えする次第

栄養価･カロリｰとも豊富な食事を提供する.2時間である.

の昼休みには職員はここから士官学校までの間に多い

中古家具屋をのぞいたり付近のテラスカッフエでコｰ現在所長は変成岩の権威ピエｰル･ラフィット(Pie.r｡

ビｰを飲んだりしてすごす.L･雌te)氏で同所は研究局(Di･e･tionS･i･ntifique)｡

技術局(Di湖ti㎝Te｡㎞ique)･事務局(Se･･6taireG6一

ある目筆者が研究部鉱床課のNiCrMn研究室でn紬1)の3局からたりさらにフリｰデル(E.P.i.d.1)

ブｰラドン(J.Bouladon)技師とブルタｰニュ(Bretagne)氏ほか王1名の政府顧間(Consei1d'Ad㎜ini･t･･ti･n)アノレ

コｰト･ダジュｰル(Cot.d'A刎｡)･コノレシカ(Co.se)等ビｰ(P.Alby)氏ほか2名の業務監督(Cont.olede1'Et.t)

の地区に産するクロｰム鉄鉱の薄片を顕微鏡でみたりXがいる.現在の在籍職員数および内訳は技師(I㎎一

線や螢光分析の資料を前に成因論を論じていた時白衣6nieur)320名技手(Tec㎞icien)350名事務官300

シャンチエ1ドユ朝モネチ肌(ブリアンソン)〔ChantierduMon6tier,

Briancon)のB.R.G.M.による石炭鉱床の探鉱･採炭作薬現場�
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フランス地質概略図

(LMore童:Pr66isdeG601ogieから)

名総計970名でうち約4割はバリｰ本部に約6割

は出先に勤務している.ここの特徴は鉱山の探査開

発を行匁う現業部門(技術局)をもつことでパリｰ本

部では基礎的な研究業務(研究局)を主とし出先では

探査開発業務を主とする.したがってその業務分担

は明瞭に区別されそのため両者間の人事交流も非常に

まれであること石油および杉原料資源の調査研究は行

なわないこと図幅調査を行匁わないこと等で貿本の

地質調査所とはか妊り性格がちがう訳である.機構の

詳細は図示した通りである.なお各名称は適宜和訳

したものである.

研究局の業務は大体わが国と似ているカミ全般にかな

り規模が大きくとくに資料整備･広報出版部門が充実

していること水理地質･鉱床の評価･相談業務等の部

門にもかなりの力をそそいでいること等は注目に価す

る.図幅調査を行なわないことは前述したが主要な

�

鉱床賦存帯については鶉方地域鉱床図をまた全仏

鉱産図(100万分の1)を出版している.

最近の重点的業務およぴおも放業績は次の通りである

1.鉱業法による許可鉱区の資料

2.地域的水理地質

&有用非金属鉱床およびパリｰ周辺の建設関係

原料の資料整備

4有用な鉱床の鉱床学的･鉱物学的･地球化学的研究

5.地質鉱床関係の資料整備1相談業務

･フランス全土の重力測定図の作製(㌫鳥島)

τフgシス人および外国人の研修･見学の受け入れ

また鉱床の調査研究では

�

1.地域調査一主要地区については一鉱床図の作製

32万

｡出版

2､特定地区の調査一地球化学的･地球物理学的･剥土等

による調査(軽作業と称する)

試錐･坑道による調査(重作業と称する)

等を行ない1959年度にはバンデｰ(V㎝d6e)地区

のアンチモニｰブルタｰニュ(Bretagne)地区の

ベリリウムァベィロン(Aveyr㎝)地区の銅･鉛

･亜鉛モルビアン(腕rbiha蘭)地区の錫プイ｡

ド｡ドｰム(Puy-de･D6me)地区の螢肩｡バライト･

鉛コルシカ(Corse)のニッケルアルプｰマリテ

ィｰム(A1pes-Maritimes)地区の鉛･亜鉛ライ

ン下流のタングステンアリエｰジュ(A地ge)地

区の亜鉛等の各鉱床について上記の探査を行なった

作葉

1'Auvergn岱(オｰペル胤晶)地方の両雲母花闇岩中の重晶;百脈一120榊まで

採掘して床上しているこの右方紀鐙坑跡がある�



3.畏聞会社との協同研究でマンガンリヵオリン

ングステン｡錫｡亜鉛･銅等について数

カ所において行なった

次に各組織の最近の業務内容および主要な

研究業務について述べる.

市ラン

挟

重石,甥､モりプテン

鰯彗､ウラン

ウラン

研究局(Directio口Sci㎝tifique)

この局は次の4つの部からなり主として金･銀

基礎的な研究業務を行なっている.次に各

部の詳細と業務の内容等について述べる.

資料広報部'(D6脾湘me鮒

��浥�慴楯温

資料整備および広報活動等を主業務とする

が最近の主要な業務には次のようなものが

ある.

1.鉱区についての試錐欝料の整備

2.地球物理関係の資料整備

3.金属鉱山の資料整備

4.図幅調査所との出版物についての協議

､銅､鉛､亜鉛

石杣大処ガ王

ビアりノッ

岩塩

地質部(D6partementGξo1ogie)

ここには40名の技師50名の技手が所属し次のよう

な研究業務を行なっている.なおすでに述べたよう

に図幅調査は全たく行たわない.

1.地質学一般の研究および資料整備

2.水理地質･応用地質

3.岩石学および層位学･古生物学

4.万炭地質

草･

鉄

ボ!

軍ソト

⑥ポルトｰ

匝回

心酬

⑤蛾

スペインタルク

ワ

地球物理部

この部には15名の技師

学的基礎研究と探査の2つを主業務とするが

務は次のとおりである.

'⊥'!

ペルキｰ

石瑛

ルクセンブルグ

鉄

｡7西ドイツ

葛娘

亀パ1一ψ

石柚天然カ'ス

螢石カリ塩

璽昆布

ウランヴイシ1o螢石

捉!シりス讐

⑧笥酪ンカンジｰネｰプ

リモ…茅エ⑧oカオりン

リヨン焚鉄鉱

峨金､;畏､銅

釦炭鉛亜鉛

石炭イタリｰ

8ズ場ラン警

醐わ

○銭

へ松ビニアン

ノ､

ボｰキサイトボｰキサイト

重晶石

ランス鉱産国

(D的arteme触G6ophy5igue)

25名の技手が所属し地球物理

主要な業

1.重カ探査

フランス全土の重力測定図作製を目指して重力測定が行な

われているが数年来主としてブルタｰニュ(Bretag口e)

メｰル(Me11e)プレッス(Bresse)サントンジュ

(Saint㎝ge)地区等の測定を行なっている

2.電気探査｡地躍探査･磁力探査

研

究部夏(D6partem㎝tGroupe↓aboratoires)

ここには35名の技師45名の技手が所属し

主として多方面にわたる室内研究を行なって

いる田原名もグルｰプ1ラボラトアｰノレ

(㌫㈱陣L曲鮒誠簑1㈱)であるが一応研究

蔀とした次篤である亜研究設備は鷲本の地質

調査蕨よりやや蜜さる程度であるが研究方法

には幾分の遠いがある曲おも匁榮務内容およ

び分担は次のとおりである甜

､搬灘牝挙灘

至.地球化学的癖紛労漆の研究

凄｡地嫌化学胸探査

警刊元素⑳分布条件に鱒す慈研究

遠串スペ書ト麟ダ茅㌢

乃1R.E.M.のホント漆州苗オロ･嘗一ズ本郷左が事務所

右が研究所さらにこの右に物探関係の研究所があぞ�
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^ン字.一ゴルタｰニュ胞匡

{S亜1!11パ回1他一趾･1町1･･1

箏笈い｣モンル

Ψ一榊冊1]o山1･,邊

､緯ポ郷

岨･亜帽

探査地帯

械行地

＼㌧_

皿11“帖･Vo･岬一^1帖｡〕

㌧/

蛾払㍗仰

々べ

㌶.ラユテイ,｡肱路康瓜〕

趾耐1円｡杣叩･Lo一.一`]･一

驚乱山㌶銭鮒㌶

l11竺㌦1鱗

fへ～,1､｡､〕1

紅寸

B.R.G.M.各地区分担および探査地帯･稼行地分布図

化学課

鉱肩･岩石･水･鉱物等の化学分析および微量分析とその

方法の研究

物理探査課

探査組織をもち

主として探査結果の解釈の研究

鉱物課

鉱物学一般の研究を行なっているが現在では主として次

のような研究を重点的に行なっている

1.鉱物記載各紀堆積岩の鉱物学的研究

2.粘土鉱物の研究

3.鉱物の極微研究

4.薄片･研摩片の作製およびその方法の研究

鉱床課

ここでは一般研究と専門鉱種別研究があり後者ではそ

の担当者が退職すると後任者があるまでその専門鉱種の

研究を休止するのが通例のようである

1､鉱床の一般的研究

2.鉱床およびその稼行状況の資料整備

3.鉱種別研究

現在Ni.Cr.Mln.Fe.Ba.Sn.W.ペグマタイト

Be.Au.Ag.精土等の鉱種について調査研究を

行なっている

岩石課

ここでは地質部の岩石等研究室とちがって一般岩石学と

くに深成岩とスカルンについての研究を行なっている

技術局(Di･ecti㎝Te･hnique)

技術局は鉱山地質から鉱山開発作業にわたるいわゆる

現業的部門を主としその組織は別区の通りである.

局の細部組織の紹介は省略するが試錐関係はかなり

の比重をもっておりまた技締援助部では民間との共同

事業や相談業務等に多くの成果をあげている.

また本国内は7地区に区分されてそれらにはツｰ

ルｰズ(Toulou.e)レンヌ(Remes)等7つの地区本

部があって探査開発作業を行たっておりさらにボル

ドｰ北部アノレザスロレｰン等にはその下部組織で

あるミッシオン(Mission)がある.

さらにフランス連合体の各国にもコンゴガボン

マダガスカルニユｰカレドニアギニア等に地区本部

を持ち探査開発作業を行なっている.

D･R.E.M.のクルシ4一ユ支所と山国披官

1'販0…rd登P榊rPec芭量打n伊蝉生の地質巡険リモｰジュ北都つ片麻

借地帯症手前の女性はS身rcia教授(岩石学)占うしる向はGeffroy･

教授(鉱泌学)�
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マｰプル

長Mable

次長Leoocq

ルコック

㍗紅

鮭在所一服肌1t他3

アフリカ地区r廿ハラ地区

中部アフリカ地阿

�

中央アフりカ地区

空中編淀

一一一一一一朋

,産

鉱

マダカ1り)ル地区

純国膝々1,姥術榔力班

部庶務課

D.R.E.M.の機構図

柁師

段千

67名

131着

曇

(ア7リガ現上也人を育まず)

〆

一

一

℀

､一.

`㍉一

＼

地質図幅調査所

(ServicedelaCar蛇G6o1ogigue)

ここはフランスの地質図幅の調査1出版にわたる一連

の事業についてその計画･立案のみを行ない調査作

業は行なわない出したがって人員構成も2,3の地質

専門家がいるのみで他はすべて事務関係の職員からな

りその長はフランスでも権威ある地質専門家が任ぜら

れている.1960年に東京で開催されたECAFE会議に

出席した国際地質図編さん委員長のブ回ンデル氏もかつ

てここの所長をつとめていた曲

図幅調査作業はその時の経済情勢や関係方面の要請

に応じて主としてその長の責任において各年度の計画

立案を行なって予算要求し調査作業はすべて大学に依

頼する.したがって地質図幅調査所はもちろんB.

R.G.M.等の他の政府機関では図幅調査には一切関係

しないわけである.

ユ卿19531盲5画1鮒1螂

詮1=loolH,サシｰ術円

珪:鉱き陶･

フランスの鉱産表(本国のみ)

て市販されているが同社はフランスでは著名な地学関

係の出版杜で地学関係のあらゆる分野の出版販売を行

たっている.

C旺Beranger15,Ruede§Saints･PさresParis

(6･)

原子力庁探鉱開発局…

(DirecζiondesRechercheset

�灬��瑩潮�楮����刮���

パリｰの西部郊外パリｰ｡ポノレトドノレレアン駅から

バスで約20分の位置セｰヌ(Seine)県のホントウネｰ･

オｰ･ロｰズシャチョン(Fontenay-aux-RoseChati11o孤)

にすばらしい近代的でスマｰトな2つの建物がある.

前の建物がD.R.旺M.の本部後の建物カミ研究部で

B.R.α肌の古色蒼然とした建物に年べて新らしい時

代の期待をになっているだけあってたたずまいにも20

世紀後半の躍動を感じさせるものがある.D.R.E.M.

フランスの図幅調査はすでにかなり

の歴史をもっており相当古い図幅もし

ばしばみられる.現在系統的に調査出

�

版された図幅にはiω万全仏地質園を

�

はじめ__一の各図幅が完成

32万8万

五

しており現在一の調査･出版が艦

5万

められている.

�

西砺全仏地質図は最も権威あるもの&

してまた印刷の鮮明たこと等で定評淋

あり39新フラン(邦貨2,847円)で市販

されている.またアフリカ地区等では

20～50万分の1の図幅がある.扱おζ

れらの図幅はすべて下記出版杜を滋に

茅シ灘一(蔓一鮒王憾蝋)妾ご銘墨篶見蓬婁概.揖)総蛾紘嘩鰍燃欲

誰として錐青と嘩鎌鍍･化学分新僚冷な台

1ここで1ま�
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と研究部の建物は渡り廊下で連絡しているが研究部

に入る境界にはC.E.A.の警備官が腰にピストル姿で

いちいち身分証明書の提示を求めもちろんカメラ等の

携行は許されない.ここへは日本人も多く訪れたとみ

えてこちらが日本人であるとわかるとすぐ誰々さん

は元気でいるかとか誰々さんは気のいい人であったと

か誰々さんのフランス語は上手であったとか下手で

あったとかと多くの日本の地質やさんのうわさ話をきい

た.またここには外国人でフランスの国籍をもって勤

務している人もかなりいてフランスらしい他国人を差

別しなv･良い面を見た次第である.

またD且E.M.の各出先機関もほとんど回ったので

職員の生活状況にもふれることができたしその際専

門部門はもとより現在のフランスのもろもろの問題に

ついても高官から臨時雇いの人夫にいたるまでまた農

夫から中小企業者にいたるまで多くの人力の語を聞い

たりしていわゆる体得する所も多かったがまた稿を

改めてフランスの生活にもふれてみたいと思っている.

なお職員の通勤用にはバリｰのモンパルナス駅ほか

2,3カ所から毎朝8時にサｰクレｰ行きとともに専用バ

スの便があり退庁の時もこの便がある.

この機関は1945年に原子力庁が発足したときに杉原'

料資源の探査開発部門として設けられたものでこの中

で探査および研究を行なうのは探査部と研究部である

なお研究部は組織上皿R.E.M.に属さずその上部

組織に直属している.

探査部｡研究部とも杉原料資源の探査業務に重点をお

いて基礎的たいわゆる研究業務はか枚ゆ比重の軽いも

のとなっている.探査部の組織は別区の通りで支所の

比重がかなり大きい.アフリカ地区はマルセｰユに本

部をおいてかなり大規模に探査作業を行なっている｡

研究部は探査部と密接な連絡をとって鉱石･岩石の

試験的業務を主とするが探査作業にも参加することが

あリとくに地球化学｡化学部門ではそれが顕著であ

る.業務の性格上生産部･選鉱部等の局内他部とも

密接な連絡をとって業務を進めていることはいうまでも

粗い.なおD.R.E.M.の出先機関等の詳細は地質

ニュｰス88号で詳しく述べたので参照されたい.

現在探査部にはアフリカ等の現地人を除き技師

(Ing6nie岨)67名技手(Prospacteur)を合せて131名

の地質･物理探査･地球化学等の専門家が在籍している.

なおクノレジィｰユ(C･ou･i11e)支所には鉱山探査

学校(Eco1ed.P｡｡specti.n)が併設され入学資格はフ

ランス人･外国人を問わず高等学校卒業者で一般地質

｡鉱床･鉱物学等のほか主として探査関係の講義･実

習を学び1年で卒業する.外国人学生も多く卒業試

験に合格すれば技手として探査部に就職することができ

る.教師は探査部1研究部の技師が兼務している.

以上にフランスの地質･鉱床関係の調査研究を司る政

府機関の概要について述べた.しかし紙数の関係で

十分意をつく茸なかった点も多々あることを心残りに思

う次第である.わが国とフランスでは国情その他万般

にわたって異なる面も多いので一概に良し悪しの批判

は下し難いものと考えられる.しかしわが国唯一の

政府機関である地質調査所としても学び且つ改良する

必要ありと判断される点は率直に受入れて客観情勢と

もにらみ合せて日本の斯学斯業界の発展のためによりよ

き役割を果すことを願ってやまない次第である.

(筆省は鉱床部非金属課)

今シャイヨｰ宮

(PaΣ魯玉sdeChai!1ot)

竜一ヌをはさんでエッフ星ル

塔に相対しここには多くの

幣物館があり美しい庭園も

有嶺で国際的な学会も行な

われる1960年12月にはヨ

ｰロッパ地球物理運合学会が

行なわれ地質調査所物理探

査部の阜洲正己課長も講演を

行なった�




